
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年６月１日(日)、県立スポーツセンターにて「第２６回スペシャルオリンピックス日本・神

奈川夏季地区大会」が行われ、多くのアスリートが参加しました。スペシャルオリンピックスは、知的

障がいのある人たちに様々なスポーツトレーニングとその成果の発表の場である競技会を、年間を通

じ提供している国際的なスポーツ組織です。ＪＲ東労組横浜地本はそのうちの陸上大会の部門でボラ

ンティア参加をしています。参加されたアスリートは横浜や小田原など、神奈川県内の選手や、千葉や

群馬など関東地方周辺から参加された人も含めて、８０名を超えました。そして運営や地域の高校生

を含めて１００名を超えるボランティアの参加で総勢約 200 名の人で大会を創りあげました。 

アスリートは家族やコーチの声援のもと、元気いっぱい競技に取り組み、記録や順位が上がるよう

頑張り、競技が終わった後はみんな笑顔で大会を終了してきました。 

知的障がいをもったアスリートに競技大会を楽しんでもらうだけでなく、鉄道を利用する場面にお

いても使いやすい鉄道施設を提供するために、ヒューマニズムの考え方を養う場としても、ボランテ

ィアとして参加した私たちにとって勉強になる日となりました。 
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第２６回スペシャルオリンピックス日本・神奈川

夏季地区大会

抵抗とヒューマニズム、JR東労組が築いてきた文化を絶やさず、

みんなが笑顔になれる社会をつくろう！


